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陸
学
の
「
人
心
」「
道
心
」
論 

─
─
い
わ
ゆ
る
「
朱
陸
折
衷
」
の
淵
源
を
辿
る

中
　
嶋
　
　
諒

一
︑
は
じ
め
に

　

朱
熹
の
論
敵
と
し
て
知
ら
れ
る
陸
九
淵
（
象
山
、
一
一
三
九

～
一
一
九
二
）
の
学
問
（
陸
学
）
は
、
そ
の
出
身
地
で
あ
り
、

教
育
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
江
西
の
地
の
み
な
ら
ず
、
浙
東
地
域

に
も
流
行
し
、
甬
上
四
先
生
（
楊
簡
、
袁
燮
、
舒
璘
、
沈
煥
）

な
ど
の
有
力
な
継
承
者
を
得
た1
。
け
れ
ど
も
そ
の
甬
上
四
先
生

の
門
弟
、
す
な
わ
ち
陸
学
再
伝
の
弟
子
た
ち
の
中
か
ら
は
、
陸

学
を
自
称
し
な
が
ら
も
朱
熹
（
朱
子
、
一
一
三
〇
～
一
二
〇

〇
）
の
学
に
接
近
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
朱
陸
折
衷
」
的
傾
向
が

現
れ
た
。
袁
燮
の
次
子
で
あ
る
袁
甫
が
、
朱
熹
、
張
栻
、
呂
祖

謙
と
と
も
に
陸
九
淵
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
「
四
先
生
に
二
道
無

し
」、「
夫
れ
道
は
一
の
み
」（『
蒙
斎
集
』
巻
一
四
「
鄞
県
学
乾

淳
四
先
生
祠
記
」）
と
提
言
し
た
の
は
、
そ
の
甚
だ
し
き
例
と

い
え
る
で
あ
ろ
う2
。

　

け
れ
ど
も
筆
者
は
、
こ
の
「
朱
陸
折
衷
」
的
傾
向
が
、
す
で

に
陸
九
淵
自
身
の
思
想
に
内
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
朱
陸
が
直
接
に
、
あ
る
い
は
往
復
書
簡

を
も
っ
て
幾
度
と
な
く
論
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

両
者
が
相
互
の
思
想
的
差
異
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
あ

る
ま
い
。
た
だ
し
朱
熹
は
、
と
き
に
陸
九
淵
の
説
を
容
認
す

る
。
こ
れ
こ
そ
『
尚
書
』
大
禹
謨
の
「
人
心
惟こ

れ
危
く
、
道
心

惟
れ
微
か
な
り
、
惟
れ
精
惟
れ
一
、
允ま

こ
とに

厥そ

の
中
を
執
れ
」
を

典
拠
と
す
る
「
人
心
」「
道
心
」
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
っ
た
。

　

周
知
の
ご
と
く
、
こ
の
「
人
心
」「
道
心
」
論
は
、
中
国
近

世
儒
学
に
お
い
て
は
、
た
ん
な
る
経
書
の
字
義
解
釈
に
と
ど
ま

ら
ず
、「
天
理
」
や
「
人
欲
」、「
無
欲
」
と
い
っ
た
問
題
と
か

か
わ
る
一
大
テ
ー
マ
で
あ
っ
た3
。
お
そ
ら
く
「
人
心
」「
道
心
」

に
対
し
て
、
は
じ
め
て
意
識
的
な
分
析
を
加
え
た
思
想
家
は
北

宋
の
程
頤
で
あ
ろ
う
が
、
朱
熹
は
こ
の
程
頤
の
説
を
と
き
に
継

承
し
つ
つ
も
、
と
き
に
疑
義
を
呈
す
る
な
ど
、
長
き
に
わ
た
り

模
索
し
続
け
た
。
朱
熹
に
と
っ
て
も
、
こ
の
「
人
心
」「
道
心
」

論
は
、
自
ら
の
思
想
の
根
幹
に
か
か
わ
る
主
題
の
一
つ
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う4
。
朱
熹
が
、「
人
心
」「
道
心
」
を
め
ぐ
る
陸
九

淵
の
議
論
を
容
認
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
部
分
的
に
で
は

あ
れ
、
朱
陸
に
通
底
す
る
意
向
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
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陸学の「人心」「道心」論

り
、
そ
れ
ゆ
え
南
宋
後
期
に
「
朱
陸
折
衷
」
的
潮
流
が
い
か
に

し
て
発
生
し
た
か
と
い
う
要
因
を
探
る
上
で
も
、
注
目
さ
れ
る

べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
は
「
人
心
」「
道
心
」
を
め
ぐ
る
朱
熹
の

陸
九
淵
評
価
を
検
討
し
、
続
い
て
陸
九
淵
、
お
よ
び
そ
の
初

伝
、
再
伝
の
門
弟
た
ち
の
「
人
心
」「
道
心
」
論
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
き
た
い
。

二
︑
陸
九
淵
の
﹁
人
心
﹂﹁
道
心
﹂
論

1
．
朱
熹
の
評
価

　

か
つ
て
北
宋
の
程
頤
は
、「
人
心
」「
道
心
」
の
両
語
を
「
人

心
は
私
欲
、
故
に
危
殆
。
道
心
は
天
理
、
故
に
精
微
。
私
欲
を

滅
す
れ
ば
、
則
ち
天
理
明
ら
か
な
り
」（『
程
氏
遺
書
』
巻
二

四
・
九
条
）
と
解
釈
し
た
。
す
な
わ
ち
「
人
心
」
＝
「
私
欲
」

は
滅
す
べ
き
も
の
、「
道
心
」
＝
「
天
理
」
は
明
ら
か
に
す
べ

き
も
の
と
、
両
者
を
明
確
に
区
別
し
て
、
そ
こ
に
善
悪
の
判
断

を
下
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
朱
熹
は
、
は
じ
め

「
此
の
言
、
之
を
尽
く
せ
り
」（『
朱
子
語
類
』
巻
七
八
・
二
一

三
条
）
と
賛
同
の
意
を
示
す
も
の
の
、
晩
年
そ
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
と
な
る5
。

も
し
も
道
心
が
天
理
で
、
人
心
が
人
欲
だ
と
い
う
な
ら

ば
、
二
つ
の
心
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
人
に
は

た
っ
た
一
つ
の
心
が
あ
る
だ
け
で
、
た
だ
道
理
を
知
覚
す

る
の
が
道
心
、
声
色
臭
味
を
知
覚
す
る
の
が
人
心
と
い
う

に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
大
き
な
違
い
は
な
い
の
だ
。〔
若
説

道
心
天
理
、
人
心
人
欲
、
却
是
有
両
箇
心
。
人
只
有
一
箇

心
、
但
知
覚
得
道
理
底
是
道
心
、
知
覚
得
声
色
臭
味
底
是

人
心
、
不
争
得
多
。〕『
朱
子
語
類
』
巻
七
八
・
一
九
三

条
、
蕭
佐
録
／
五
・
二
〇
一
〇
頁

こ
こ
で
朱
熹
は
、
程
頤
の
ご
と
き
「
人
心
」「
道
心
」
理
解

は
、
心
を
二
つ
に
分
割
す
る
こ
と
に
な
り
兼
ね
な
い
と
弁
難
す

る
。
朱
熹
に
よ
れ
ば
、
心
は
滅
す
べ
き
「
人
心
」
と
存
す
べ
き

「
道
心
」
な
ど
と
単
純
に
図
式
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
例

え
ば
心
が
道
理
を
知
覚
す
る
場
合
に
は
「
道
心
」
と
な
り
、
声

色
臭
味
を
知
覚
す
る
場
合
に
は
「
人
心
」
と
な
る
と
い
っ
た
よ

う
に
、「
人
心
」「
道
心
」
は
同
一
の
心
が
向
か
う
対
象
の
違

い
、
そ
の
対
象
に
対
す
る
心
の
は
た
ら
き
方
の
違
い
で
あ
る
と

い
う
。
朱
熹
に
と
っ
て
は
、「
人
心
」「
道
心
」
に
決
定
的
な
差

異
は
な
く
、
結
局
「
人
只
だ
一
箇
の
心
有
る
の
み
」
な
の
で
あ

っ
た
。

　

さ
て
こ
の
よ
う
に
「
人
心
」「
道
心
」
を
別
個
の
も
の
と
は

せ
ず
、
心
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
と
す
る
主
張
は
、
陸
九
淵
に
も
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見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

陸
九
淵
（
子
静
）
は
「
た
っ
た
一
つ
の
心
が
あ
る
だ
け

で
、
そ
の
心
は
人
心
に
属
し
な
が
ら
も
、
ま
た
道
心
に
属

す
る
」
と
い
う
が
、
こ
ん
な
時
は
や
は
り
う
ま
い
言
い
方

だ
ね
。〔
陸
子
静
説
、
只
是
一
心
、
一
辺
属
人
心
、
一
辺

属
道
心
、
那
時
尚
説
得
好
在
。〕『
朱
子
語
類
』
巻
一
二

四
・
一
九
条
、
甘
節
録
／
八
・
二
九
七
二
頁

符
叙
（
舜
功
）「
陸
九
淵
（
子
静
）
は
、
人
の
心
は
混
然

と
し
て
未
分
化
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。」
朱
熹
「
こ
の
説

も
ま
た
差
し
支
え
な
い
。
そ
も
そ
も
人
心
と
道
心
に
は
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
二
つ
の
も
の
で
は
な
い
。」〔
舜
功

云
、
陸
子
静
説
人
心
混
混
未
別
。
曰
、
此
説
亦
不
妨
。
大

抵
人
心
、
道
心
只
是
交
界
、
不
是
両
箇
物
。〕『
朱
子
語

類
』
巻
七
八
・
二
二
二
条
、
鄭
可
学
録
／
五
・
二
〇
一
五

頁

こ
れ
ら
で
引
か
れ
て
い
る
陸
九
淵
の
発
言
は
、
現
存
す
る
陸
九

淵
の
文
集
か
ら
は
見
出
せ
な
い
。
た
だ
と
も
あ
れ
「
人
心
」

「
道
心
」
を
決
定
的
な
差
異
と
見
な
さ
ず
、
両
者
を
含
め
て
未

分
化
な
心
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
朱
熹
と
共
通
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
こ
れ
ら
の
発
言
に
対
し
て
、
朱
熹
自
身

が
好
意
的
な
態
度
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
注
視
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
程
頤
は
「
人
心
」
＝
「
私
欲
」
を
滅
す
べ
き
も
の
と
と

ら
え
て
い
た
が
、
そ
れ
に
反
し
て
「
人
心
」
を
完
全
に
悪
な
る

も
の
（
全
く
是
な
ら
ず
）
と
は
見
な
さ
な
い
と
い
う
点
で
も
、

朱
熹
と
陸
九
淵
は
軌
を
一
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
程
頤
の
）「
人
心
と
は
人
欲
の
こ
と
で
あ
る
」
の
言
葉
に

は
欠
陥
が
あ
る
。
上
智
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
人
心

は
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
全
く
正
し

く
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
陸
九
淵
（
子
静
）
も
こ

の
よ
う
に
人
に
語
っ
て
い
た
。〔
人
心
人
欲
也
、
此
語
有

病
。
雖
上
智
不
能
無
此
、
豈
可
謂
全
不
是
。
陸
子
静
亦
以

此
語
人
。〕『
朱
子
語
類
』
巻
七
八
・
一
九
三
条
、
蕭
佐
録

／
五
・
二
〇
一
〇
頁

末
尾
の
「
陸
子
静
も
亦
た
此
を
以
て
人
に
語
る
」
の
「
此
」
字

は
、
あ
る
い
は
冒
頭
の
「
人
心
は
人
欲
な
り
」
の
一
句
を
指
す

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
以
下
の
記
録
と
併
せ
て
見
る
な
ら

ば
、
や
は
り
直
前
の
「（
人
心
は
）
豈
に
全
く
是
な
ら
ず
と
謂

ふ
べ
け
ん
や
」
を
指
す
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

陸
九
淵
（
子
静
）
も
ま
た
正
し
く
説
い
て
い
る
。（
陸
九

淵
は
）
い
う
、「
も
し
も
舜
が
人
心
を
全
く
よ
ろ
し
く
な

い
と
考
え
て
い
た
な
ら
ば
、「（
人
心
は
）
好よ

か
ら
ず
」
と

言
っ
て
、
こ
れ
を
除
か
せ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ま
（『
尚
書
』
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大
禹
謨
に
）
た
だ
「
危
し
」
と
あ
る
の
は
、
人
心
に
安
ん

ず
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
だ
け
だ
。」〔
陸
子
静
亦
自
説

得
是
。
云
、
舜
若
以
人
心
為
全
不
好
、
則
須
説
不
好
、
使

人
去
之
。
今
止
説
危
者
、
不
可
拠
以
為
安
耳
。〕『
朱
子
語

類
』
巻
六
二
・
四
一
条
、
余
大
雅
録
／
四
・
一
八
四
四

頁
）

こ
こ
で
陸
九
淵
は
、「
人
心
惟
れ
危
し
」
の
「
危
」
字
に
着
目

す
る
。「
危
」
字
は
、
文
字
通
り
“
あ
や
う
し
”
の
意
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
「
人
心
」
が
、
好
か
ら
ざ
る
も
の
に
な
る
“
危

険
性
を
孕
ん
で
い
る
”
こ
と
を
い
う
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

も
ち
ろ
ん
こ
の
「
人
心
」
を
警
戒
す
べ
き
で
は
あ
る
の
だ
が
、

当
初
よ
り
悪
な
る
も
の
と
し
て
排
斥
し
て
し
ま
う
こ
と
も
ま

た
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
危
」
字
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
次
の
記
録
も
挙
げ
て
お
こ

う
。「

危
し
」
と
は
、
陥
ろ
う
と
す
る
が
ま
だ
陥
っ
て
い
な
い

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
陸
九
淵
（
子
静
）
の
言
い
方
は
正

し
い
。〔
危
者
、
欲
陥
而
未
陥
之
辞
。
子
静
説
得
是
。〕

『
朱
子
語
類
』
巻
七
八
・
一
九
二
条
、
董
銖
録
（
当
該
箇

所
は
李
方
子
の
別
録
）
／
五
・
二
〇
一
〇
頁

す
な
わ
ち
経
文
に
「
危
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
人

心
」
が
完
全
に
は
悪
で
な
く
（
未
だ
陥
ら
ず
）、
悪
に
な
る
危

険
性
を
孕
む
（
陥
ら
ん
と
欲
す
）
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
述
べ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

2
．
陸
九
淵
の
﹁
人
心
﹂﹁
道
心
﹂
論

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
朱
熹
は
「
人
心
」「
道
心
」
を
併
せ
て

一
つ
の
心
と
し
て
い
る
こ
と
、
必
ず
し
も
「
人
心
」
を
悪
と
は

見
な
し
て
い
な
い
こ
と
の
二
点
に
お
い
て
、
陸
九
淵
の
「
人

心
」「
道
心
」
論
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る6
。
そ

れ
で
は
こ
の
よ
う
な
朱
熹
の
陸
九
淵
理
解
は
妥
当
で
あ
る
と
言

え
る
の
か
。
次
に
陸
九
淵
自
身
の
「
人
心
」「
道
心
」
論
を
確

認
し
て
い
き
た
い
。

『
尚
書
』（
大
禹
謨
）
に
「
人
心
惟
れ
危
く
、
道
心
惟
れ
微

か
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
解
釈
す
る
者
の
多
く
は
、

「
人
心
」
を
人
欲
と
、「
道
心
」
を
天
理
と
す
る
が
、
こ
の

説
は
正
し
く
な
い
。
心
は
一
つ
な
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て

人
に
（「
人
心
」「
道
心
」
と
い
う
）
二
つ
の
心
が
あ
る
こ

と
に
な
ろ
う
か
。〔
書
云
、
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
。
解

者
多
指
人
心
為
人
欲
、
道
心
為
天
理
、
此
説
非
是
。
心
一

也
、
人
安
有
二
心
。〕『
陸
九
淵
集
』
巻
三
四
、「
語
録
」

上
・
六
条
、
傅
子
雲
録
／
三
九
五
頁
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こ
こ
で
は
ま
ず
「
人
心
」
＝
「
人
（
私
）
欲
」、「
道
心
」
＝

「
天
理
」
と
、
心
を
二
分
し
て
考
え
る
程
頤
の
説
に
舌
鋒
が
向

け
ら
れ
る
。
ま
た
陸
九
淵
は
、

人
欲
、
天
理
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
。
人
に
も
善
と
悪

が
あ
り
、
天
に
も
善
と
悪
［
自
注
：
日
食
、
月
食
や
悪
星

の
類
］
が
あ
る
。
ど
う
し
て
善
を
す
べ
て
天
に
帰
し
、
悪

を
す
べ
て
人
に
帰
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
謂
人
慾
天

理
、
非
是
。
人
亦
有
善
有
悪
、
天
亦
有
善
有
悪
、［
日
月

蝕
、
悪
星
之
類
。］
豈
可
以
善
皆
帰
之
天
、
悪
皆
帰
之

人
。〕『
陸
九
淵
集
』
巻
三
五
、「
語
録
」
下
・
二
五
一

条
、
包
揚
録
／
四
六
二
頁

と
、「
人
心
」
に
相
即
さ
れ
る
「
人
欲
」、「
道
心
」
に
相
即
さ

れ
る
「
天
理
」
の
語
自
体
に
疑
義
を
呈
す
る
。「
欲
」
は
「
理
」

に
対
し
て
、
自
ず
と
否
定
的
な
意
を
含
む
た
め
に
、「
人
欲
」

「
天
理
」
と
い
っ
た
語
を
用
い
た
時
点
で
、
す
で
に
人
は
天
よ

り
劣
る
も
の
で
あ
る
と
の
価
値
判
断
を
下
し
た
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
け
れ
ど
も
陸
九
淵
は
、
人
に
も
善
が
あ
る
こ
と
（
ま

た
天
に
も
悪
が
あ
る
こ
と
）
を
前
提
に
、「
人
心
」
の
善
性
を

確
保
し
て
、
程
頤
の
「
人
心
」
＝
「
人
欲
」、「
道
心
」
＝
「
天

理
」
の
構
図
の
見
直
し
を
企
図
す
る
の
で
あ
る7
。

　

さ
て
以
上
二
つ
の
陸
九
淵
自
身
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、「
人
心
」「
道
心
」
を
め
ぐ
る
朱
熹
の
陸
九
淵
理
解
は
、
正

鵠
を
射
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
朱
熹
に
し
ろ
陸
九
淵
に

し
ろ
、「
人
心
」
を
必
ず
し
も
悪
と
見
な
さ
ず
、
そ
こ
に
善
性

が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
先
行
す
る
程

頤
が
貶
め
た
「
人
心
」
の
価
値
を
回
復
す
る
こ
と
に
努
め
た
た

め
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
さ
さ
か
本
題
か
ら
は
外

れ
る
が
、
と
り
わ
け
陸
九
淵
は
一
般
に
、
自
己
の
心
の
完
全
無

欠
を
唱
え
た
い
わ
ゆ
る
「
心
学
」
の
思
想
家
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
例
え
ば
陸
九
淵
の
文
集
に
は
、「
人
心
は
至
霊
、
此
の
理

は
至
明
。
人
は
皆
な
是
の
心
有
り
、
心
は
皆
な
是
の
理
を
具

ふ
。
心
は
即
ち
理
な
り
」（『
象
山
全
集
』
巻
一
一
、「
与
李
宰
」

二
）
と
い
っ
た
言
葉
が
見
え
て
お
り
、
多
く
の
先
行
研
究
は
、

こ
の
よ
う
な
言
辞
を
も
っ
て
、
そ
の
「
心
学
」
的
要
素
を
指
摘

し
て
き
た
。
た
だ
お
そ
ら
く
陸
九
淵
は
、
人
は
善
悪
を
併
せ
持

つ
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
上
で
“
人
心
は
悪
で
し
か

0

0

0

な
い
”
わ

け
で
は
な
く
“
善
で
も

0

0

あ
る
”
と
繰
り
返
す
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
必
ず
し
も
“
人
心
は
善
で
し
か

0

0

0

な
い
”
と
い
う
主
張
で
あ

る
と
は
言
い
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か8
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
再
度
朱
熹
の
発
言
を
見
て
み
た
い
。
朱
熹
は

「
人
心
」「
道
心
」
を
語
る
う
え
で
、『
尚
書
』
多
方
の
一
節
を

用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
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人
心
が
収
ま
れ
ば
道
心
で
あ
り
、
道
心
が
放
た
れ
れ
ば
人

心
で
あ
る
。「
惟こ

れ
聖
も
念
ふ
罔な

け
れ
ば
狂
と
作な

り
、
惟

れ
狂
も
克
く
念
へ
ば
聖
と
作
る
」
が
、
そ
れ
に
近
い
。

〔
自
人
心
而
收
之
、
則
是
道
心
。
自
道
心
而
放
之
、
便
是

人
心
。
惟
聖
罔
念
作
狂
、
惟
狂
克
念
作
聖
、
近
之
。〕『
朱

子
語
類
』
巻
七
八
・
二
〇
五
条
、
楊
驤
録
／
五
・
二
〇
一

二
頁

朱
熹
に
と
っ
て
は
、「
人
只
だ
一
箇
の
心
有
る
の
み
」
な
の
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
人
心
」「
道
心
」
に
決
定
的
な
差
異
は
な

い
。
前
述
の
通
り
、「
人
心
」「
道
心
」
は
、
同
一
の
心
が
向
か

う
対
象
の
違
い
、
そ
の
対
象
に
対
す
る
心
の
は
た
ら
き
方
の
違

い
で
あ
っ
た
（『
朱
子
語
類
』
巻
七
八
、
一
九
三
条
）
の
だ
か

ら
、
両
者
は
当
然
、
時
々
の
情
況
に
よ
り
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ

替
わ
り
う
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
心
の
収
放
（
収
ま
る

か
放
た
れ
る
か
）
が
「
人
心
」「
道
心
」
の
分
か
れ
目
と
さ

れ
、
こ
れ
は
ま
た
「
克
く
念
ふ
」
か
「
念
ふ
罔
き
」
か
を
、
聖

狂
の
分
岐
点
と
す
る
『
尚
書
』
多
方
の
議
論
に
重
ね
合
わ
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
克
く
念
ふ
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行

為
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
『
尚
書
』
多
方
に
は
、

「
惟
れ
狂
も
克
く
念
へ
ば
聖
と
作
る
」
と
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ

の
「
作
聖
」（
聖
と
作
る
）
の
二
字
は
、
中
国
思
想
史
上
、
い

わ
ゆ
る
「
聖
人
可
学
」
と
と
も
に
、
修
養
（
工
夫
）
論
が
語
ら

れ
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た9
。

そ
れ
ゆ
え
「
克
く
念
ふ
」
こ
と
も
ま
た
、
非
聖
人
（
狂
）
が
聖

人
（
聖
）
と
「
作な

る
」
た
め
に
取
る
べ
き
学
問
修
養
を
指
し
て

い
る
と
も
言
い
得
よ
う
。
そ
し
て
「
人
心
」「
道
心
」
を
論
じ

る
う
え
で
、
こ
の
『
尚
書
』
多
方
の
一
節
を
好
ん
で
用
い
た
の

が
、
他
な
ら
ぬ
、
陸
九
淵
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

「
人
心
」
の
危
さ
は
「
念
ふ
罔
し
」
か
「
克
く
念
ふ
」

か
、「
狂
と
為
（
作
）
る
」
か
「
聖
と
為
（
作
）
る
」
か

が
分
か
れ
目
で
あ
る
。〔
人
心
之
危
、
罔
念
克
念
、
為
狂

為
聖
、
由
是
而
分
。〕『
陸
九
淵
集
』
巻
三
二
、「
人
心
惟

危
道
心
惟
微
惟
精
惟
一
允
執
厥
中
」
／
三
七
八
頁

「
念
ふ
罔
け
れ
ば
狂
と
作
る
」「
克
く
念
へ
ば
聖
と
作
る
」

が
、
危
し
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。〔
罔
念
作
狂
、
克

念
作
聖
、
非
危
乎
。〕『
陸
九
淵
集
』
巻
三
四
、「
語
録
」

上
・
六
条
／
三
九
五
頁

こ
れ
ら
で
は
い
ず
れ
も
『
尚
書
』
大
禹
謨
の
「
人
心
惟
れ
危

し
」
の
「
危
」
字
が
、
多
方
の
一
節
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
「
人
心
」
は
「
克
く
念
ふ
」
か
「
念
ふ
罔
き
」

か
に
よ
っ
て
、
聖
（
善
）
に
も
狂
（
悪
）
に
も
な
り
得
る
も
の
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で
あ
る
ゆ
え
に
、
危
い
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
前
述
の
朱
熹

側
の
記
録
に
引
か
れ
た
「
陥
ら
ん
と
欲
す
る
も
未
だ
陥
ら
ざ
る

の
辞
」（『
朱
子
語
類
』
巻
七
八
、
一
九
二
条
）
と
い
っ
た

「
危
」
字
解
釈
は
、
現
行
の
陸
九
淵
の
文
集
に
は
見
え
な
い

が
、
こ
こ
で
「
念
ふ
罔
け
れ
ば
狂
と
作
る
」
云
々
の
一
節
が
持

ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
狂
（
悪
）
で
は
な
い
（
未
だ
陥

ら
ざ
る
）
も
の
の
、
狂
（
悪
）
と
な
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る

（
陥
ら
ん
と
欲
す
）
と
い
う
陸
九
淵
の
「
人
心
」
解
釈
が
垣
間

見
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、

「
人
心
」
が
狂
（
悪
）
へ
と
転
落
し
な
い
た
め
に
、「
克
く
念

は
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
学
問
修
養
の
必
要
性
で
あ

る
。
実
際
に
陸
九
淵
は
、「
某
何
ぞ
嘗
て
人
を
し
て
読
書
せ
し

め
ず
」（『
象
山
全
集
』
巻
三
五
、「
語
録
」
下
・
三
三
三
条
）、

「
聖
賢
の
人
に
教
ふ
る
は
、
之
を
し
て
講
学
有
る
を
知
ら
し
む
」

（『
象
山
全
集
』
巻
七
、「
与
彭
子
寿
」）
な
ど
と
、
む
し
ろ
読
書

や
講
学
（
集
団
学
習
）
と
い
っ
た
学
問
修
養
の
価
値
を
認
め
て

い
た
の
で
あ
る11
。

　

以
上
の
よ
う
に
陸
九
淵
は
、
程
頤
の
「
人
心
」
解
釈
に
反
対

し
て
そ
の
善
性
を
強
調
し
た
。
け
れ
ど
も
「
人
心
」
は
ま
た
、

悪
を
併
せ
持
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
悪
（
狂
）

を
善
（
聖
）
へ
と
改
め
る
べ
く
、
非
聖
人
（
狂
）
が
聖
人

（
聖
）
に
な
る
べ
く
学
問
修
養
が
求
め
ら
れ
る
。
朱
熹
は
と
き

に
「
陸
子
静
（
九
淵
）
の
学
、
只ひ

た

管す
ら

一
箇
の
心
、
本
来
是
れ
好よ

き
物
事
と
説
く
の
み
に
し
て
、
上
面
に
一
箇
の
字
を
著
け
得

ず
」（『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
四
・
五
四
条
）
と
、
陸
九
淵
は
心

の
善
性
の
み
を
説
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
が
、
そ
の
論
拠
は
乏

し
く
、
印
象
論
的
な
批
判
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
。

三
︑
陸
九
淵
初
伝
の
﹁
人
心
﹂﹁
道
心
﹂
論

1
．
楊
簡
の
﹁
人
心
﹂﹁
道
心
﹂
論

　

陸
九
淵
門
下
の
代
表
格
と
し
て
、
ま
ず
は
楊
簡
（
慈
湖
、
一

一
四
一
～
一
二
二
六
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
例
え
ば
『
宋
元
学

案
』
巻
五
八
の
冒
頭
「
象
山
学
案
表
」
に
は
、
陸
九
淵
の
実
子

で
あ
る
陸
持
之
（
一
一
七
一
～
一
二
二
五
、
そ
の
著
作
は
現
存

し
な
い
）
に
次
ぐ
第
二
位
に
楊
簡
の
名
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、

少
な
く
と
も
後
世
に
お
い
て
、
楊
簡
が
陸
学
の
主
要
な
継
承
者

と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。
本
項
で
は
こ
の

楊
簡
の
「
人
心
」「
道
心
」
論
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

　

さ
て
楊
簡
は
陸
九
淵
よ
り
二
歳
年
少
で
、
さ
ほ
ど
年
齢
が
離

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）、
二
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人
の
劇
的
な
出
会
い
と
し
て
知
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
双
明
閣
問
答

を
契
機
と
し
て
、
楊
簡
は
陸
九
淵
に
師
事
す
る
に
至
っ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
双
方
の
記
録
が
残
る
が
、
ま
ず
は
楊
簡
の
側
の

資
料
を
確
認
し
て
み
た
い
。

三
二
歳
の
頃
、
富
陽
県
の
簿
舎
双
明
閣
の
下
、
陸
九
淵

（
象
山
）
先
生
に
侍
坐
し
た
。
…
…
そ
こ
で
舜
が
「
道
心
」

と
い
っ
た
の
は
、「
心
」
が
「
道
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
の
だ
と
知
っ
た
。
孟
子
の
い
う
「
仁
は
人
心
な

り
」
も
そ
の
主
旨
は
同
じ
で
、
孔
子
は
ま
た
「
心
の
精
神

は
是
れ
聖
と
謂
ふ
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
…
…
聖
賢
の
言

を
論
拠
と
し
て
、
学
生
た
ち
に
教
示
し
よ
う
。
吾
が
心

は
、
取
り
も
直
さ
ず
道
で
あ
り
、
さ
ら
に
求
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。〔
年
三
十
有
二
、
於
富
陽
簿
舎
双

明
閣
下
侍
象
山
先
生
坐
。
…
…
於
是
知
舜
曰
道
心
、
明
心

即
道
。
孟
子
曰
、
仁
人
心
也
、
其
旨
同
。
孔
子
又
曰
、
心

之
精
神
是
謂
聖
。
…
…
得
聖
賢
之
言
為
証
、
以
告
学
子
、

謂
吾
心
即
道
、
不
可
更
求
。〕『
慈
湖
遺
書
』
巻
三
、「
学

者
請
書
」
一
／
三
六
頁

こ
こ
で
は
ま
ず
、
舜
の
い
わ
ゆ
る
（
す
な
わ
ち
『
尚
書
』
大
禹

謨
の
）「
道
心
」
が
、「
道
」
＝
「
心
」
と
い
う
意
で
解
釈
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、『
孟
子
』
告
子
上
の
「
仁
（
＝
道
）

は
人
心
（
＝
心
）
な
り
」
や
、『
孔
叢
子
』
記
問
の
「
心
の
精

神
（
＝
心
）
は
是
れ
聖
（
＝
道
）
と
謂
ふ
」
と
い
っ
た
文
辞
に

よ
っ
て
補
強
さ
れ
、
心
は
道
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
以

上
さ
ら
に
求
め
る
べ
き
で
な
い
、
と
心
の
完
全
無
欠
な
る
さ
ま

が
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

　

な
お
こ
の
「
道
心
」
解
釈
は
、
右
の
楊
簡
自
身
の
告
白
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
陸
九
淵
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
導
き

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
は
続
い
て
、
陸
九

淵
の
側
の
資
料
を
見
て
み
よ
う
。

楊
簡
（
敬
仲
）「
本
心
と
は
如
何
な
る
も
の
で
し
ょ
う

か
。」
陸
九
淵
「
惻
隠
は
仁
の
端
、
羞
悪
は
義
の
端
、
辞

譲
は
礼
の
端
、
是
非
は
智
の
端
、
こ
れ
が
本
心
で
あ
る
。」

楊
簡
「
そ
ん
な
こ
と
は
簡わ

た
しが

子
供
の
時
分
か
ら
知
っ
て
い

ま
す
。
結
局
本
心
と
は
如
何
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。」

何
度
も
質
問
し
た
が
、
陸
九
淵
は
最
後
ま
で
こ
の
説
を
変

え
ず
、
楊
簡
も
納
得
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
偶
然
に
扇
売

り
の
訴
訟
が
あ
っ
た
の
で
、
楊
簡
は
法
廷
で
そ
の
曲
直
を

判
決
し
、
そ
の
後
ま
た
始
め
の
ご
と
く
陸
九
淵
に
質
問
し

た
。
陸
九
淵
「
扇
売
り
の
訴
訟
に
対
す
る
判
決
を
聞
い
て

い
た
が
、
是
は
是
と
知
り
、
非
は
非
と
知
る
こ
と
、
こ
れ

こ
そ
敬き

仲み

の
本
心
だ
。」
楊
簡
は
即
座
に
大
悟
し
て
、
始
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め
て
北
面
し
て
弟
子
の
礼
を
取
っ
た
。〔
楊
敬
仲
問
、
如

何
是
本
心
。
先
生
曰
、
惻
隠
仁
之
端
也
、
羞
悪
義
之
端

也
、
辞
譲
礼
之
端
也
、
是
非
智
之
端
也
、
此
即
是
本
心
。

対
曰
、
簡
児
時
已
暁
得
、
畢
竟
如
何
是
本
心
。
幾
数
問
先

生
終
不
易
其
説
、
敬
仲
亦
未
省
。
偶
有
鬻
扇
者
訟
至
於

庭
、
敬
仲
断
其
曲
直
訖
、
又
問
如
初
。
先
生
曰
、
聞
適
来

断
扇
訟
、
是
者
知
其
為
是
、
非
者
知
其
為
非
、
此
即
敬
仲

本
心
。
敬
仲
忽
大
覚
悟
、
始
北
面
納
弟
子
礼
。〕『
陸
九
淵

集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
乾
道
八
年
／
四
八
七
頁

こ
こ
で
楊
簡
は
陸
九
淵
に
対
し
て
、『
孟
子
』
告
子
上
に
見
え

る
「
本
心
」
の
語
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
そ
こ

で
陸
九
淵
は
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
の
「
四
端
」
の
説
を
も
っ

て
返
答
す
る
が
、
楊
簡
は
そ
れ
に
不
服
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
た
だ
こ
の
時
、
楊
簡
は
抱
え
て
い
た
訴
訟
の
判
決
を
下

し
、
陸
九
淵
は
そ
の
判
決
に
事
寄
せ
て
、
さ
ら
に
「
本
心
」
に

つ
い
て
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
法
廷
に
お
い
て
楊
簡
が
、
是
な

る
こ
と
を
是
、
非
な
る
こ
と
を
非
と
判
断
し
た
こ
と
、
換
言
す

れ
ば
、
訴
訟
の
是
非
を
見
極
め
た
こ
と
を
「
本
心
」
に
拠
る
と

し
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
留
意
し
た
い
の
は
、
陸
九
淵
は
こ
こ
で
『
孟
子
』
の
い

わ
ゆ
る
「
本
心
」
に
つ
い
て
語
る
の
み
で
、
人
間
の
心
そ
の
も

の
を
問
題
と
し
て
い
た
わ
け
で
な
い
こ
と
で
あ
る11
。
陸
九
淵
に

と
っ
て
「
本
心
」
と
は
、
心
の
善
な
る
端
緒
に
過
ぎ
ず
、
決
し

て
心
の
全
体
を
指
し
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
訴
訟
の
是0

非0

を
持
ち
出
す
の
は
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
の
「
是
非

0

0

の
心

は
、
智
の
端
な
り
」
に
依
拠
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
経
文
を
踏

ま
え
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
「
端
」
は
「
拡
げ
て
之
を
充
た
」

（
拡
充
）
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
楊
簡
は
、「
吾
が
心
は
即
ち
道
」
と
い
い
、
陸
九

淵
の
い
う
「
本
心
」
を
「
吾
心
」
に
す
り
替
え
る
。
し
か
も

「
更
に
求
む
べ
か
ら
ず
」
と
い
い
、「
吾
心
」
に
こ
れ
以
上
の
手

を
加
え
る
こ
と
を
求
め
な
い
。
前
述
の
通
り
、
陸
九
淵
は
「
人

心
」
に
悪
な
る
要
素
を
認
め
、
そ
れ
を
論
拠
に
学
問
修
養
の
必

要
性
を
説
く
わ
け
だ
が
、
か
え
っ
て
楊
簡
は
「
吾
心
」
の
全
美

無
欠
を
強
調
し
、
こ
と
さ
ら
な
作
為
の
不
要
を
説
く
。
そ
れ
ゆ

え
学
習
（
学
問
）
の
説よ

ろ
こび

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
『
論
語
』
冒

頭
章
に
対
し
て
も
、
楊
簡
は
独
自
の
解
釈
を
採
る
こ
と
と
な

る
。「

時
に
習
ふ
」
の
習
は
、「
習
は
ず
」
の
習
で
あ
る
。『
周

易
』
坤
卦
・
六
二
に
「
習
は
ざ
る

0

0

0

0

も
、
利
あ
ら
ざ
る
无

し
」
と
あ
る
。
い
ま
“
い
か
な
る
時
に
も
”
習
う
こ
と
が

で
き
な
い
と
悩
ん
で
い
る
学
ぶ
者
た
ち
は
、
思
慮
を
も
っ
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て
習
い
、
知
力
を
も
っ
て
習
う
が
、
だ
か
ら
こ
そ
“
い
か

な
る
時
に
も
”
習
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
…
…

孔
子
は
明
言
し
な
か
っ
た
が
、「
時
に
習
ふ
」
の
習
は
、

学
ぶ
者
の
作
輟
（
や
っ
た
り
や
ら
な
か
っ
た
り
）
の
習
で

は
な
く
、
学
ぶ
者
が
本
来
持
っ
て
い
る
心
、
す
な
わ
ち
道

が
、
待
つ
こ
と
な
く
（
い
か
な
る
時
に
も
）
な
さ
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。〔
時
習
之
習
、
乃
不

習
之
習
。
易
曰
、
不
習
、
无
不
利
。
今
学
者
患
乎
習
之
不

能
時
者
、
正
以
其
以
思
慮
而
習
、
以
智
力
而
習
、
故
不
能

時
也
。
…
…
孔
子
無
所
言
、
正
以
明
時
習
之
習
非
学
者
作

輟
之
習
也
、
正
以
明
学
者
本
有
之
心
即
道
、
而
無
俟
乎
復

為
也
。〕『
慈
湖
遺
書
』
巻
一
〇
、「
論
論
語
」
上
／
二
一

〇
頁

楊
簡
は
「
習
」
を
「
不
習
」
の
意
で
解
す
る
。
す
な
わ
ち
学
習

（
学
問
）
と
は
、
思
慮
や
智
力
と
い
っ
た
作
為
に
よ
っ
て
自
己

向
上
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
本
来
の
自
己
の
「
心
」
の
有

す
る
内
発
力
（
習
は
ざ
る
も
の
）
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
言
い
得
よ
う11
。
前
述
し
た
朱
熹
の
「
只
管
一
箇
の
心
、
本

来
是
れ
好
き
物
事
と
説
く
の
み
に
し
て
、
上
面
に
一
箇
の
字
を

著
け
得
ず
」（『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
四
、
五
四
条
）
と
い
っ
た

発
言
は
、
陸
九
淵
批
判
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
が
、
も
し
も

こ
れ
が
楊
簡
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
適
切

な
指
摘
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
陸
九
淵
と
の

出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
楊
簡
は
「
吾
心
」
＝
「
道
」
と
い
う

「
道
心
」
解
釈
を
導
き
出
し
た
と
自
任
す
る
が
、
そ
れ
は
陸
九

淵
の
『
孟
子
』
解
釈
を
故
意
に
読
み
替
え
た
帰
結
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
か
な
り
の
飛
躍
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
楊
簡
の
い
う
「
人
心
」
と
は
、
如
何
な
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。
楊
簡
は
極
め
て
簡
潔
に
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

『
尚
書
』
に
「
人
心
惟
れ
危
し
」
と
あ
る
。
意
を
起
こ
す

こ
と
が
「
人
心
」
で
あ
る
。〔
書
云
、
人
心
惟
危
。
起
意

為
人
心
。〕『
慈
湖
遺
書
』
巻
一
三
、「
論
中
庸
」
／
二
八

六
頁

楊
簡
は
そ
の
著
述
の
中
で
、
幾
度
と
な
く
「
意
」
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
の
弊
害
を
繰
り
返
す11
。
そ
し
て
『
尚
書
』
大
禹
謨
に
説

か
れ
る
「
人
心
」
の
危
う
さ
も
ま
た
、
こ
の
「
意
」
に
起
因
す

る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

人
の
心
は
、
ど
う
し
て
正
し
く
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

た
だ
過
ち
を
改
め
よ
う
と
す
る
の
み
で
、
心
を
正
す
必
要

は
な
い
。
も
し
も
心
を
正
そ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
意

を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
。〔
人
心
何
嘗
不
正
、
但
要
改
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過
、
不
必
正
心
。
一
欲
正
心
、
便
是
起
意
。〕『
慈
湖
遺

書
』
巻
一
五
、「
汎
論
学
」
／
三
〇
九
頁

「
吾
心
」
＝
「
道
」
と
い
う
「
道
心
」
解
釈
を
採
る
楊
簡
が
、

「
人
の
心
、
何
ぞ
嘗
て
正
か
ら
ざ
ら
ん
」
と
宣
言
す
る
こ
と

は
、
何
ら
驚
嘆
す
る
に
及
ば
な
い
。
楊
簡
に
と
っ
て
、「
道
心

（
道
＝
心
）」
が
心
の
本
来
の
姿
で
あ
り
、「
人
心
」
と
は
そ
れ

が
意
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
た
状
態
、
す
な
わ
ち
心
の
仮
の
姿
に

他
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
先
天
的
に
付
与
さ
れ
た
正
し
き

0

0

0

「
心
」
を
正
す

0

0

の
で
は
な
く
、
後
天
的
な
営
み
に
由
来
す
る

「
過
ち
」
を
改
め
る
こ
と
の
み
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
「
心
」

を
正
す
こ
と
は
「
意
」
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
こ
と
さ
ら
な
作
為
を
な
す
こ
と
で
あ
る
と
も
言
い
得
よ

う
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
楊
簡
に
と
っ
て
「
吾
心
」
は
全
美

無
欠
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
心
」
に
こ
れ
以
上
の
手
を
加
え
る
こ

と
は
求
め
ら
れ
な
い
。
た
し
か
に
楊
簡
も
、「
意
」
と
い
う
悪

を
想
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
悪
は
い
わ
ば
虚
妄
で
あ
っ

て
、
本
来
的
に
は
、
心
に
悪
は
存
在
し
な
い
と
い
う
立
場
に
立

つ
の
で
あ
っ
た
。

2
．
袁
燮
の
﹁
人
心
﹂﹁
道
心
﹂
論

　

そ
れ
で
は
続
い
て
、
袁
燮
（
絜
斎
、
一
一
四
四
～
一
二
二

四
）
を
取
り
上
げ
る
。
袁
燮
も
ま
た
陸
九
淵
の
門
人
で
、
楊
簡

と
同
じ
く
甬
上
四
先
生
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
が
、
他
の
舒
璘

や
沈
煥
に
比
し
て
、
現
存
す
る
著
述
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
思
想
の
全
体
像
を
つ
か
み
や
す
い
。
本
稿
で
は
、
陸

九
淵
初
伝
の
門
弟
と
し
て
楊
簡
と
と
も
に
、
こ
の
袁
燮
に
つ
い

て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
袁
燮
に
は
、『
絜
斎
家
塾
書
鈔
』
と
称
す
る
『
尚
書
』

の
注
釈
書
が
あ
る
。
ま
ず
は
該
書
に
お
け
る
大
禹
謨
の
「
人

心
」「
道
心
」
解
釈
を
引
い
て
お
こ
う
。

喜
怒
が
萌
し
た
と
き
、
か
え
っ
て
道
理
に
よ
っ
て
、
喜
ぶ

べ
き
か
否
か
、
怒
る
べ
き
か
否
か
を
考
え
、
声
色
に
接
し

た
と
き
、
か
え
っ
て
道
理
に
よ
っ
て
、
好
む
べ
き
か
否
か

を
考
え
れ
ば
、
是
非
や
美
悪
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
こ
の
是
非
や
美
悪
が
分
か
る
の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
こ
そ
が
我
々
の
本
心
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
道
心

で
あ
る
。
た
だ
こ
の
道
心
は
隠
微
で
明
ら
か
で
な
い
。
人

心
は
危
う
く
、
道
心
は
ま
た
微
か
な
の
で
あ
る
。〔
方
其

喜
怒
之
萌
、
反
而
以
道
理
観
之
、
其
当
喜
耶
不
当
喜
耶
、

当
怒
耶
不
当
怒
耶
、
方
其
声
色
之
接
、
反
而
以
道
理
観

之
、
其
当
好
耶
不
当
好
耶
、
是
非
美
悪
昭
然
甚
明
。
所
以

知
此
是
非
美
悪
者
、
誰
歟
。
此
正
吾
之
本
心
、
此
所
謂
道
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心
也
。
只
是
道
心
隠
微
不
著
、
人
心
既
危
、
道
心
又
微
。〕

『
絜
斎
家
塾
書
鈔
』
巻
二
／
三
一
葉
裏

こ
こ
で
は
、
人
が
是
非
や
美
悪
を
判
断
し
う
る
根
拠
が
問
題
と

さ
れ
、
そ
れ
が
「
本
心
」
あ
る
い
は
「
道
心
」
の
は
た
ら
き
に

由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
人
に
は
「
本
心
」
あ
る

い
は
「
道
心
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
喜
怒
や
声
色
に
翻
弄
さ
れ

ず
、
正
し
い
是
非
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
楊
簡
に
対
し
て
、
訴
訟
の
是
非
を
知
る
こ
と
が
「
本

心
」
で
あ
る
と
し
た
陸
九
淵
の
主
張
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
袁
燮
は
、
続
け
て
「
道
心
は
隠
微
に
し
て
著
ら

か
な
ら
ず
」
と
附
言
す
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
経
文
「
道
心
惟

れ
微
か
な
り
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
あ
れ

「
道
心
（
本
心
）」
に
よ
る
是
非
判
断
が
、
常
に
発
動
し
う
る
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
袁
燮
は
ま
た
別
の
個
所

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

義
に
合
す
る
こ
と
は
、
人
は
み
な
正
し
い
と
し
、
理
に
反

す
る
こ
と
は
、
人
は
み
な
間
違
い
と
す
る
。
か
く
の
如
き

は
、
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
美
は
其
の
中
に

在
り
」（『
周
易
』
坤
卦
・
文
言
伝
）
と
い
う
よ
う
に
、
自

ず
か
ら
か
く
の
如
き
な
の
で
あ
る
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
受

け
た
も
の
は
明
ら
か
に
し
て
疑
い
な
い
。
け
れ
ど
も
積
み

重
ね
ら
れ
た
悪
弊
に
よ
り
、
塞
が
っ
て
分
別
が
な
く
な

る
。「
道
心
惟
れ
微
か
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
我
々
は

も
と
は
聖
人
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
「
人
心
惟
れ
危
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
わ

ず
か
で
も
修
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
下
流
の
者
ど

も
と
同
じ
に
な
っ
て
、
恐
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
学
は
止
め
て
し
ま
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。〔
合

於
義
者
、
人
皆
以
為
当
。
悖
於
理
者
、
人
皆
以
為
非
。
若

此
之
類
、
何
所
従
来
。
美
在
其
中
、
故
自
如
是
爾
。
其
生

稟
也
昭
然
無
疑
、
其
積
習
也
昧
然
無
辨
。
道
心
惟
微
、
我

与
聖
人
同
一
本
根
、
是
可
慶
也
。
人
心
惟
危
、
少
不
克

治
、
儕
於
下
流
、
亦
可
懼
也
。
然
則
学
其
可
已
乎
。〕『
絜

斎
集
』
巻
一
〇
、「
通
州
州
学
直
舎
記
」
／
一
五
三
頁

こ
こ
で
袁
燮
は
、
正
し
き
是
非
判
断
（
義
に
合
す
る
者
は
当
と

為
し
、
理
に
悖
る
者
は
非
と
為
す
）
は
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
つ
も
の
（
生
稟
）
だ
が
、
そ
の
分
別
が
失
わ
れ
る
の
は
、

重
積
し
た
悪
弊
（
積
習
）
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

心
の
悪
の
根
拠
を
、
後
天
的
な
成
分
に
求
め
る
と
い
う
点
で
、

た
し
か
に
袁
燮
は
、
陸
九
淵
よ
り
も
楊
簡
に
近
い11
（
陸
九
淵
に

と
っ
て
心
は
そ
も
そ
も
善
悪
を
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

楊
簡
に
と
っ
て
心
は
本
来
的
に
善
で
あ
り
、
そ
れ
を
妨
げ
る
意
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は
虚
妄
に
過
ぎ
な
か
っ
た
）。
け
れ
ど
も
袁
燮
は
、
こ
の
悪
に

対
す
る
対
策
と
し
て
の
学
を
説
く
。
す
な
わ
ち
心
が
悪
に
陥
る

こ
と
を
、
い
わ
ば
必
然
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
学
を
用
意
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
更
に
求
む
べ
か
ら
ず
」（『
慈
湖
遺

書
』
巻
三
、「
学
者
請
書
」
一
）
と
、
心
の
善
性
を
根
拠
に
、

そ
れ
以
上
の
作
為
を
求
め
な
か
っ
た
楊
簡
と
の
決
定
的
な
差
異

で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

か
つ
て
市
来
津
由
彦
氏
は
、
袁
燮
に
は
「
陸
九
淵
以
上
に
読

書
の
意
義
に
つ
い
て
士
人
に
強
調
し
つ
つ
、
本
心
の
学
と
読
書

の
学
と
の
両
立
を
は
か
る
点
が
あ
っ
た11
」
と
指
摘
し
た
。
そ
も

そ
も
心
に
善
悪
が
併
存
す
る
（
そ
れ
ゆ
え
悪
を
善
へ
と
改
め
る

た
め
に
学
問
が
必
要
で
あ
る
）
と
考
え
る
陸
九
淵
に
対
し
て
、

心
の
善
（
生
稟
）
と
悪
（
積
習
）
の
成
分
を
別
個
に
考
え
る
袁

燮
に
は
相
違
が
あ
る
。
た
だ
し
、
心
の
善
性
が
悪
（
積
習
）
に

よ
っ
て
阻
害
さ
れ
る
の
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
、
た
と
え
ば
読

書
と
い
っ
た
学
の
意
義
を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
、
両
者
に
は

む
し
ろ
親
和
性
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
袁
燮
は
、
陸
九
淵
に
師
事
し
て
い
た
当
時
の
こ
と

を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
以
下
は
袁
燮
が
刊

行
し
た
陸
九
淵
の
文
集
、
す
な
わ
ち
『
象
山
先
生
文
集
』
の
序

文
で
あ
る11
。

（
陸
九
淵
は
）
こ
れ
を
掲
げ
て
折
に
触
れ
て
い
っ
た
「
学

問
の
要
点
は
、
本
心
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。
心
の
根
本
は

善
で
な
い
も
の
は
な
く
、
善
で
な
い
も
の
は
、
そ
の
当
初

よ
り
の
姿
で
は
な
い
。
か
つ
て
孟
子
は
「
郷さ

き

に
は
身
の
死

す
る
が
為
に
し
て
も
受
け
ざ
り
し
が
、
今
、
宮
室
の
美
、

妻
妾
の
奉
、
識
る
所
の
窮
乏
、
我
を
得
と
す
る
為
に
し
て

之
を
為
す
、
此
を
之
れ
其
の
本
心
を
失
ふ
と
謂
ふ
」
と
い

っ
た
。」
そ
の
言
は
か
く
の
如
く
明
ら
か
で
あ
る
が
、
学

ぶ
者
は
こ
れ
を
深
く
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。

〔
掲
諸
当
時
曰
、
学
問
之
要
、
得
其
本
心
而
已
。
心
之
本

真
未
嘗
不
善
、
有
不
善
者
、
非
其
初
然
也
。
孟
子
嘗
言
之

矣
、
郷
為
身
死
而
不
受
、
今
為
宮
室
之
美
、
妻
妾
之
奉
、

所
識
窮
乏
、
得
我
而
為
之
、
此
之
謂
失
其
本
心
。
其
言
昭

晰
如
是
、
而
学
者
未
能
深
信
。〕『
絜
斎
集
』
巻
八
、「
象

山
先
生
文
集
序
」
／
一
一
五
頁

こ
こ
で
は
陸
九
淵
の
言
葉
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
袁
燮
が

師
事
し
た
当
時
に
掲
示
さ
れ
、
た
び
た
び
耳
に
し
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
例
え
ば
「
心
の
本
真
、
未

だ
嘗
て
善
な
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
」
な
ど
と
あ
り
、
こ
の
箇
所
の

み
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
陸
九
淵
が
ひ
た
す
ら
心
の
善
性
を
強

調
し
て
い
た
と
も
看
取
で
き
る
。
け
れ
ど
も
留
意
す
べ
き
は
、
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続
い
て
『
孟
子
』
告
子
上
の
一
節
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
一
杯
の
飯
、
一
椀
の
汁
で
す
ら
死
ん
で
も
受
け
取

ろ
う
と
し
な
い
も
の
が
、
い
ま
や
華
美
な
る
豪
邸
や
妻
妾
の
た

め
に
厚
禄
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
る
と
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、

い
か
に
本
心
が
容
易
に
喪
失
し
得
る
か
が
、
身
近
な
例
を
用
い

て
説
か
れ
て
い
る
。
あ
え
て
こ
の
一
節
を
用
い
た
陸
九
淵
は
、

心
の
善
性
を
強
調
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
強
く

危
惧
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。「
本
心
」
の
喪
失
は
決
し
て

虚
妄
で
は
な
く
、
必
然
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
学
問
の
要
は
、

其
の
本
心
を
得
る
の
み
」
と
、
こ
の
「
本
心
」
を
失
わ
な
い
た

め
の
学
の
必
要
性
が
説
か
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
袁
燮
も
ま
た
、
こ
の
『
孟
子
』
告
子
上
の
一
節
を
し

ば
し
ば
好
ん
で
用
い
て
い
た
。
以
下
、
そ
の
一
例
を
挙
げ
て
お

こ
う
。一

杯
の
飯
、
一
椀
の
汁
を
得
る
か
否
か
で
、
生
死
が
分
か

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
怒
鳴
り
つ
け
て
与
え
れ
ば

人
は
受
け
ず
、
踏
み
つ
け
て
与
え
れ
ば
そ
れ
を
潔
し
と
し

な
い
。
人
の
本
心
は
、
何
と
剛
直
な
る
こ
と
か
。
け
れ
ど

も
物
欲
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
は
、
動
か
な
い
こ
と
は
な
く
、

本
来
の
剛
直
さ
も
転
じ
て
柔
弱
と
な
る
。
柔
弱
と
な
っ
て

戻
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
良
し
と
し
て
い
て

は
、（
物
欲
の
ま
ま
に
）
妾
婦
と
と
も
に
な
っ
て
し
ま

う
。
何
と
悲
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。〔
簞
食
豆
羹
、
得

之
不
得
、
死
生
分
焉
。
嘑
而
与
之
不
受
、
蹴
而
与
之
不

屑
、
人
之
本
心
何
嘗
不
剛
哉
。
物
欲
揺
之
、
不
能
無
動
、

而
本
然
之
剛
転
而
為
弱
矣
。
弱
而
不
返
、
以
順
為
正
、
自

同
妾
婦
、
豈
不
悲
哉
。〕『
絜
斎
集
』
巻
九
、「
豊
清
敏
公

祠
記
」
／
一
四
五
頁

た
し
か
に
袁
燮
は
「
人
の
本
心
、
何
ぞ
嘗
て
剛
な
ら
ず
や
」

と
、
心
（
本
心
）
の
善
性
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ま

た
「
本
然
の
剛
、
転
じ
て
弱
と
為
る
」
と
そ
の
喪
失
も
い
う
の

で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
楊
簡
は
た
し
か
に
「
意
」
と
い
う
悪

の
存
在
を
仄
め
か
す
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
心
の
本
来
で
は

な
く
、
い
わ
ば
虚
妄
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
袁
燮
は
、
心
の
善

性
が
失
わ
れ
る
の
は
必
然
で
あ
る
と
見
な
し
、
そ
れ
ゆ
え
楊
簡

の
ご
と
く
「
更
に
求
む
べ
か
ら
ず
」（『
慈
湖
遺
書
』
巻
三
、

「
学
者
請
書
」
一
）
と
は
言
わ
ず
、
よ
り
積
極
的
に
学
問
の
意

義
を
説
く
わ
け
で
あ
る
。

四
．
陸
九
淵
再
伝
：
銭
時
の
﹁
人
心
﹂﹁
道
心
﹂
論

　

最
後
に
陸
九
淵
再
伝
の
弟
子
と
し
て
、
銭
時
（
融
堂
）
を
取

り
上
げ
た
い
。
銭
時
は
「
慈
湖
（
楊
簡
）
先
師
、
象
山
陸
文
安
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公
（
九
淵
）
を
踵つ

い
で
以
て
出
づ
」（『
蜀
阜
存
稿
』
巻
三
、

「
呉
県
学
慈
湖
先
生
祠
堂
記
」）
と
、
陸
九
淵
と
楊
簡
の
師
承
関

係
を
意
識
し
、
ま
た
「
慈
湖
先
師
に
従
ひ
て
遊
ぶ
」（『
融
堂
四

書
管
見
』
序
）
と
、
自
ら
の
楊
簡
へ
の
師
事
を
宣
言
す
る
。
す

な
わ
ち
ま
さ
し
く
陸
九
淵
、
楊
簡
と
続
く
陸
学
の
継
承
者
を
自

任
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
銭
時
に
も
ま
た
『
尚
書
』
の
注
解
が
残
存
す
る
。
ま
ず

は
該
書
か
ら
、
そ
の
「
人
心
」「
道
心
」
解
釈
を
確
認
し
て
お

こ
う
。「

人
心
惟
れ
危
く
、
道
心
惟
れ
微
か
な
り
、
惟
れ
精
惟
れ

一
、
允
に
厥
の
中
を
執
れ
」
に
つ
い
て
。
意
に
動
い
て
人

為
と
な
っ
た
も
の
を
「
人
心
」
と
い
う
。
意
に
動
い
た
も

の
が
「
人
心
」
で
あ
る
な
ら
ば
、「
本
心
」
こ
そ
が
道
で

あ
る
と
分
か
る
。
こ
れ
を
「
道
心
」
と
い
う
。〔
人
心
惟

危
、
道
心
惟
微
、
惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
。
動
乎
意
入
于

人
偽
、
謂
之
人
心
。
動
乎
意
者
為
人
心
、
則
知
本
心
之
即

道
也
、
謂
之
道
心
。〕『
融
堂
書
解
』
巻
二
・
大
禹
謨
／
一

一
葉
表

こ
こ
で
銭
時
は
「
意
に
動
く
者
」
を
「
人
心
」
と
解
す
る
が
、

こ
れ
は
先
引
し
た
楊
簡
の
「
意
を
起
す
を
人
心
と
為
す
」（『
慈

湖
遺
書
』
巻
一
三
、「
論
中
庸
」）
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。
ま
た
「
本
心
」
と
「
道
」
を
重
ね
合
わ
せ
て
、「
道
心
」

を
「
道
」
＝
「
心
」
の
意
で
解
す
る
の
も
、
楊
簡
の
い
わ
ゆ
る

「
心
は
即
ち
道
」（
同
巻
三
、「
学
者
請
書
」
一
）
を
踏
襲
し
て

い
る
か
に
見
え
る
。
た
だ
こ
こ
で
銭
時
が
楊
簡
と
決
定
的
に
異

な
る
の
は
、「
道
」
に
充
て
ら
れ
た
「
心
」
を
、
あ
く
ま
で

「
本
心
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
前
述
の
通
り
楊
簡
は
、

陸
九
淵
と
の
問
答
を
き
っ
か
け
に
「
吾
心
は
即
ち
道
」
と
述

べ
、
陸
九
淵
の
い
う
「
本
心
」
を
「
吾
心
」
に
す
り
替
え
た

（
同
巻
三
、「
学
者
請
書
」
一
）。
そ
れ
に
対
し
て
銭
時
は
、
再

度
「
本
心
」
の
語
を
掲
げ
て
、
本
来
の
陸
九
淵
の
立
場
に
近
づ

け
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
陸
九
淵
の
い
う
「
本
心
」
と

は
、
ど
こ
ま
で
も
『
孟
子
』
に
即
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
心
の
善
な
る
端
緒
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
楊
簡
は

「
吾
心
は
即
ち
道
」
と
、
我
々
の
心
を
丸
ご
と
善
と
し
た
が
、

銭
時
は
再
び
「
本
心
」
こ
そ
が
道
（
善
）
で
あ
る
と
、
楊
簡
の

解
釈
に
修
正
を
加
え
、
陸
九
淵
の
立
場
に
回
帰
し
た
の
で
あ

る
。

　

ま
た
実
際
に
銭
時
は
、
師
楊
簡
の
い
わ
ゆ
る
双
明
閣
問
答
で

の
覚
悟
体
験
を
重
視
す
る
が
、
そ
こ
で
の
覚
悟
の
内
容
を
「
吾

心
は
即
ち
道
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
「
其
の
本
心
を
悟

る
」
と
い
う
に
と
ど
め
て
い
る
。
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先
師
楊
簡
（
慈
湖
）
は
、
三
十
二
歳
の
時
、
富
陽
県
の
主

簿
と
な
っ
た
。
科
挙
を
通
過
し
て
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
双
明
閣
の
下
、
扇
売
り
の
訴
訟
（
に
際
し
て

の
陸
九
淵
）
の
一
語
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
本
心
」
を
悟
っ

た
。〔
慈
湖
先
師
三
十
有
二
、
主
富
春
簿
、
決
科
之
四
年

也
。
双
明
閣
下
扇
訟
一
語
、
悟
其
本
心
。〕『
蜀
阜
存
稿
』

巻
三
、「
贈
洪
季
思
赴
呉
江
簿
序
」
／
五
三
葉
裏11

す
な
わ
ち
銭
時
は
、
楊
簡
の
「
吾
心
は
即
ち
道
」
と
い
う
命
題

か
ら
は
距
離
を
置
い
て
お
り
、
か
え
っ
て
先
引
の
陸
九
淵
側
の

記
事
（『
陸
九
淵
集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
乾
道
八
年
）
に
即
し

て
、
あ
く
ま
で
問
答
の
主
題
が
『
孟
子
』
の
「
本
心
」
の
語
に

あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ

れ
「
本
心
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
以
上
、
そ
れ
は
心
の
全
体
を

指
す
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
本
心
」
な
ら
ざ
る

「
人
心
」
の
存
在
が
、
実
な
る
も
の
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
わ
け
で
あ
る11
。

　

そ
れ
ゆ
え
銭
時
は
、
心
の
善
性
を
意
識
し
つ
つ
も
、
こ
の
心

に
積
極
的
に
作
為
を
加
え
て
い
く
こ
と
を
要
求
す
る
。

『
礼
記
』
孔
子
間
居
に
「
清
明
躬み

に
在
れ
ば
、
志
気
神
の

如
し
」
と
あ
る
。
…
…
思
う
に
清
明
は
心
の
本
体
で
あ

り
、
志
気
は
心
の
運
用
で
あ
る
。
よ
く
心
を
養
え
ば
、
清

明
は
躬
に
あ
り
、
志
気
は
神
の
よ
う
で
あ
る
が
、
よ
く
養

わ
な
け
れ
ば
、
志
気
は
暗
く
乱
れ
、
清
明
を
損
な
う
も
の

と
な
っ
て
し
ま
う
。〔
記
曰
、
清
明
在
躬
、
志
気
如
神
。

…
…
蓋
清
明
者
心
之
体
、
志
気
者
心
之
運
也
。
善
養
之
則

清
明
在
躬
而
志
気
如
神
、
不
善
養
之
則
志
気
昏
擾
、
皆
吾

清
明
之
賊
也
。〕『
蜀
阜
存
稿
』
巻
三
、「
送
徐
元
賓
序
」

／
五
八
葉
表

こ
こ
で
は
心
が
、
清
明
た
る
体
（
本
体
）
と
志
気
た
る
運
（
運

動
）
に
両
断
さ
れ
る
。
銭
時
も
心
が
本
来
清
明
で
あ
る
こ
と
は

認
め
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
心
を
養
い
え
な
け
れ
ば
、
そ
の
本
来

の
清
明
さ
を
喪
失
し
、
昏
乱
す
る
が
ま
ま
に
運め

ぐ

り
動
く
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
心
は
不
断
に
存
養
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
心
の
善
性
は
維
持
で
き
な
い
。
こ
れ
は

楊
簡
の
「
人
心
」「
道
心
」
論
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
い
は

「
人
心
の
危
き
は
、
念
ふ
罔
き
か
克
く
念
ふ
か
、
狂
と
為
る
か

聖
と
為
る
か
、
是
に
由
り
て
分
か
つ
」（『
陸
九
淵
集
』
巻
三

二
、「
人
心
惟
危
道
心
惟
微
惟
精
惟
一
允
執
厥
中
」）
と
、「
人

心
」
が
狂
（
悪
）
へ
と
転
落
し
な
い
た
め
に
、「
克
く
念
ふ
」

こ
と
（
学
問
修
養
）
を
求
め
た
陸
九
淵
の
立
場
に
近
い
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
銭
時
も
ま
た
、
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徳
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
尊
ぶ
こ
と
を
知
れ
ば
、
大
本
が

立
つ
。
け
れ
ど
も
学
問
に
拠
る
の
で
な
け
れ
ば
、
い
か
に

し
て
尊
ぶ
の
か
が
分
か
ら
な
い
。〔
於
徳
性
而
知
所
尊
、

大
本
立
矣
。
非
道
問
学
、
則
不
知
其
所
以
尊
也
。〕『
融
堂

四
書
管
見
』
巻
一
三
、「
中
庸
」
二
七
章
／
四
一
葉
表

と
、
い
わ
ゆ
る
「
徳
性
を
尊
ぶ
」
の
み
な
ら
ず
、「
問
学
（
学

問
）
に
道よ

る
」
こ
と
に
努
め
て
い
た
。
さ
ら
に
銭
時
は
、

人
は
誰
し
も
こ
の
心
が
あ
り
、
心
に
は
み
な
こ
の
理
が
備

わ
る
が
、
た
だ
聖
で
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
妙
を
尽
く
す
こ

と
が
で
き
る
。〔
人
皆
有
是
心
、
心
皆
具
是
理
、
惟
至
於

聖
方
盡
此
妙
。〕『
融
道
四
書
管
見
』
巻
一
三
、「
中
庸
」

三
一
章
／
四
七
葉
表

と
、「
心
」
と
「
理
」
と
の
即
応
を
い
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
が

「
聖
」（
聖
人
）
で
な
け
れ
ば
適
わ
な
い
こ
と
を
い
う
。
石
田
和

夫
氏
は
、
こ
の
銭
時
の
記
述
を
根
拠
に
、「
万
人
の
有
す
る
心

と
理
と
の
相
即
に
条
件
を
附
加
す
る
時
、
そ
れ
は
実
質
と
し
て

朱
子
学
に
非
常
に
接
近
し
た
思
想
と
な
っ
て
し
ま
う
」
と
述
べ

る11
。
け
れ
ど
も
前
述
の
通
り
、
陸
九
淵
は
、
程
頤
の
「
人
心
」

「
道
心
」
論
に
反
対
し
て
、「
人
心
」
を
悪
一
辺
倒
と
す
る
こ
と

に
疑
義
を
呈
す
る
の
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
心
」

を
丸
ご
と
善
で
あ
る
と
も
せ
ず
、
そ
こ
に
善
悪
が
併
存
す
る
こ

と
を
い
っ
た
。
陸
九
淵
も
ま
た
「
人
は
皆
な
是
の
心
有
り
、
心

は
皆
な
是
の
理
を
具
ふ
」（『
陸
九
淵
集
』
巻
一
一
、「
与
李
宰
」

二
）
と
い
い
な
が
ら
も
、
実
際
に
聖
人
な
ら
ざ
る
我
々
の

「
心
」
に
、「
理
」（
善
）
が
完
備
し
て
い
る
と
は
到
底
考
え
て

い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
心
と
理
と
の
即
応
に
条
件
を
附

加
す
る
」
こ
と
を
も
っ
て
、
銭
時
が
「
朱
子
学
に
非
常
に
接
近

し
た
思
想
」
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る

い
は
陸
九
淵
の
思
想
に
も
、
す
で
に
朱
熹
に
融
和
し
う
る
「
朱

陸
折
衷
」
的
要
素
が
内
包
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。

五
︑
む
す
び

　

陸
九
淵
は
と
き
に
「
人
心
」
の
善
性
を
説
く
。
け
れ
ど
も
そ

れ
は
、
あ
く
ま
で
「
人
心
」
を
滅
す
べ
き
「
人
欲
」
と
見
な
す

程
頤
を
想
定
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
陸
九
淵
自
身
は
必
ず
し

も
心
を
善
一
辺
倒
と
す
る
よ
う
な
楽
観
的
な
思
想
の
持
ち
主
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
陸
九
淵
に
と
っ
て
、
人
間
は
善
悪
を

併
せ
持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
人
間
の
持
つ
心
も
、
当
然
善
悪

い
ず
れ
に
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
心
に
は
悪
な

る
要
素
が
内
在
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
悪
を
改
め
て
、
善

へ
と
移
行
す
る
こ
と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
陸
九
淵
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は
、
決
し
て
自
己
改
善
の
た
め
の
学
問
修
養
を
ゆ
る
が
せ
に
し

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
向
は
、
陸
九
淵
初
伝
の
門
弟
で
あ
る
袁
燮
に

も
継
承
さ
れ
た
。
た
し
か
に
袁
燮
は
、
心
に
本
来
備
わ
る
善
性

と
は
別
に
、「
積
習
」
と
い
う
外
在
的
な
悪
の
成
分
を
求
め
て

い
る
と
い
う
点
で
、
陸
九
淵
と
は
立
場
を
異
に
す
る
。
け
れ
ど

も
心
の
本
来
善
性
を
過
信
せ
ず
、
そ
れ
が
悪
に
流
れ
る
こ
と
を

必
然
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
対
策
と
し
て
の
学
を
用
意
す

る
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
両
者
に
は
む
し
ろ
親
和
性
が
あ

っ
た
。

　

ま
た
陸
九
淵
再
伝
の
弟
子
の
銭
時
に
し
て
も
、
心
の
善
性
を

意
識
し
つ
つ
、
こ
の
心
に
積
極
的
に
作
為
（
学
）
を
加
え
て
い

く
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
の
銭
時
に
つ
い
て
は
、
従
来
そ
の
学

へ
の
傾
斜
と
、
心
と
理
（
善
）
と
の
即
応
に
条
件
を
加
え
る
こ

と
な
ど
を
も
っ
て
、
そ
の
朱
子
学
へ
の
親
和
性
が
指
摘
さ
れ
て

き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
す
で
に
袁
燮
に
、
さ
ら
に
遡
っ

て
は
陸
九
淵
に
も
看
取
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
中
国

思
想
史
の
定
説
で
は
、
南
宋
後
期
に
朱
熹
と
陸
九
淵
の
学
を
接

近
さ
せ
る
い
わ
ゆ
る
「
朱
陸
折
衷
」
的
潮
流
が
出
現
し
た
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
萌
芽
は
す
で
に
陸
九
淵
自
身
に
垣
間
見
え
る
と

も
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
本
稿
の
大
旨
で
あ
る
が
、
最
後
に
検
討
し
て
お
き
た

い
の
が
、
楊
簡
の
思
想
史
上
の
立
ち
位
置
で
あ
る
。
陸
九
淵
の

高
弟
と
し
て
名
高
い
楊
簡
は
、「
意
」
と
い
う
悪
を
仄
め
か
す

も
の
の
、
そ
れ
は
い
わ
ば
虚
妄
で
あ
っ
て
、
本
来
的
に
心
に
悪

は
存
在
し
な
い
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
心
を
正

す
必
要
は
な
く
、
こ
と
さ
ら
な
作
為
を
加
え
る
こ
と
も
求
め
な

い
。
陸
九
淵
、
袁
燮
、
銭
時
ら
は
、
決
し
て
心
の
善
性
を
い
う

こ
と
に
終
始
せ
ず
、
か
え
っ
て
学
の
重
要
性
を
説
い
た
わ
け
で

あ
る
が
、
楊
簡
に
こ
の
よ
う
な
意
向
は
見
え
ず
、
明
ら
か
に
陸

学
の
中
で
は
特
異
な
存
在
に
映
る
。
そ
も
そ
も
陸
学
は
、
朱
熹

の
思
想
に
真
っ
向
か
ら
対
抗
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ

の
対
立
を
先
鋭
化
さ
せ
た
の
が
、
楊
簡
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

陸
九
淵
は
、
後
に
明
代
に
お
い
て
再
評
価
さ
れ
る
も
の
の
、

王
守
仁
（
陽
明
）
か
ら
は
「
細
か
に
看
れ
ば
粗
な
る
処
有
り
」

（『
伝
習
録
』
巻
下
、
五
条
）
と
の
指
摘
を
受
け
る
。
そ
の
一
方

で
、
と
り
わ
け
王
学
の
後
継
者
た
ち
か
ら
陸
九
淵
以
上
に
称
賛

さ
れ
た
の
は
楊
簡
そ
の
人
で
あ
っ
た11
。
た
だ
し
清
代
に
な
る

と
、
か
え
っ
て
「
象
山
（
陸
九
淵
）
の
門
、
必
ず
甬
上
四
先
生

を
以
て
首
と
為
す
も
、
…
…
其
の
教
へ
を
壊
す
者
は
実
に
慈
湖

（
楊
簡
）
な
り
」（『
宋
元
学
案
』
巻
七
四
、「
慈
湖
学
案
」）
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と
、
陸
学
の
破
壊
者
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
評
価
は
、
楊
簡
の
思
想
が
、
陸
学
の
中
で
は
か
な
り
異
質
な

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
言
え
る
で

あ
ろ
う11
。

※　

本
稿
で
使
用
し
た
資
料
は
、
以
下
の
通
り
。
な
お
引
用
に
際
し
て

は
、
適
宜
句
読
点
等
の
符
号
を
改
め
、
ま
た
基
本
的
に
新
字
で
統
一

し
、「
余
」
と
「
餘
」、「
芸
」
と
「
藝
」
等
、
新
字
に
改
め
て
は
判
別

が
不
能
な
文
字
の
み
本
字
の
ま
ま
と
し
た
。

○ 

『
朱
子
語
類
』（
王
星
賢
点
校
、
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
三

月
）

○ 

『
陸
九
淵
集
』（
鍾
哲
点
校
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
一

月
）

○ 

『
慈
湖
遺
書
』（『
儒
蔵
』
精
華
編
二
三
七
、
北
京
大
学
出
版

社
、
二
〇
一
四
年
五
月
、
所
収
）

○ 

『
絜
斎
集
』（『
儒
蔵
』
精
華
編
二
三
八
、
北
京
大
学
出
版

社
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
所
収
）

○ 

『
絜
斎
家
塾
書
鈔
』（『
四
庫
全
書
』
所
収
）

○ 

『
蜀
阜
存
稿
』（『
宋
集
珍
本
叢
刊
』、
綫
装
書
局
、
二
〇
〇
六

年
一
月
、
所
収
）

○ 

『
融
堂
書
解
』（『
四
庫
全
書
』
所
収
）

○ 

『
融
堂
四
書
管
見
』（『
四
庫
全
書
』
所
収
）

注1　

江
西
地
域
の
陸
学
継
承
者
の
代
表
的
人
物
と
し
て
、
傅
夢
泉
（
子

淵
、
生
卒
年
未
詳
）
が
い
る
。
こ
の
傅
夢
泉
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
陸
九
淵
と
そ
の
初
伝
の
門
弟　

傅
夢
泉
と
楊
簡
を
中
心
に
」（『
実

践
女
子
大
学
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

で
触
れ
た
が
、
陸
九
淵
に
最
も
嘱
望
さ
れ
な
が
ら
も
後
世
そ
の
名
は

伝
わ
ら
ず
、
ま
た
著
作
も
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
思
想

の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
江
西
地
方
の
陸

九
淵
再
伝
の
弟
子
と
し
て
著
名
な
も
の
に
、
包
恢
（
宏
斎
、
一
一
八

二
～
一
二
六
八
）
や
湯
漢
（
東
澗
、
一
一
九
八
？
～
一
二
七
五
）
等

も
お
り
、
こ
れ
ら
に
も
積
極
的
に
朱
陸
を
融
合
さ
せ
て
い
こ
う
と
す

る
思
想
的
傾
向
が
窺
え
る
と
い
う
（
劉
建
立
氏
「
南
宋
後
期
的
陸

学
」、『
孔
子
研
究
』
一
三
〇
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
所
収
）。
こ
れ

ら
江
西
地
域
の
陸
九
淵
の
学
脈
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し

た
い
。

2　

石
田
和
夫
氏
「
銭
融
堂
に
つ
い
て　

陸
学
伝
承
の
一
形
態
」（『
中

国
哲
学
論
集
』
二
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
）
を
参
照
。
な
お
石
田
氏

は
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
陸
学
初
伝
の
舒
璘
や
袁
燮
、
遡
れ

ば
朱
陸
の
調
停
を
企
図
し
た
呂
祖
謙
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

も
い
う
。

3　

馬
淵
昌
也
氏
「
一
三
～
一
五
世
紀
の
士
大
夫
思
想
に
お
け
る

「
欲
」
の
把
握
を
め
ぐ
っ
て　
「
天
理
・
人
欲
」「
道
心
・
人
心
」「
無

欲
」
を
中
心
に
」（
有
田
和
夫
氏
・
大
島
晃
氏
編
『
朱
子
学
的
思
惟

　

中
国
思
想
史
に
お
け
る
伝
統
と
革
新
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
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年
二
月
、
所
収
）
は
、「
欲
」
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
北
宋
よ
り
明
代
中
期
に
至
る
ま
で
の
「
人
心
」「
道
心
」
論
を

概
観
す
る
上
で
、
参
考
に
な
る
。

4　

早
坂
俊
廣
氏
「
朱
熹
の
「
人
心
・
道
心
」
論
（
一
）　
「
人
心
・
道

心
」
解
釈
の
展
開
に
つ
い
て
」（『
哲
学
』
四
三
、
一
九
九
一
年
一
〇

月
）
は
、
朱
熹
の
「
人
心
」「
道
心
」
解
釈
の
変
遷
を
、
四
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
類
し
て
論
じ
た
も
の
で
参
考
に
な
る
。
こ
こ
で
早
坂
氏

は
、
こ
の
「
人
心
」「
道
心
」
論
こ
そ
が
朱
熹
の
人
間
学
の
根
本
問

題
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
政
治
哲
学
の
出
発
点
で
も
あ
っ
た
と
の
立

場
に
立
つ
。

5　

程
頤
の
「
人
心
」「
道
心
」
解
釈
に
対
す
る
朱
熹
の
立
場
の
変
化

を
、
年
代
的
な
先
後
に
拠
る
と
す
る
も
の
に
、
銭
穆
氏
「
朱
子
論
人

心
道
心
」（『
朱
子
新
学
案
』、
三
民
書
局
、
一
九
七
一
年
九
月
、
所

収
）
や
早
坂
氏
注
4
所
引
論
文
な
ど
が
あ
る
。

6　

な
お
筆
者
は
、
前
項
の
通
り
、
こ
の
よ
う
な
朱
熹
の
陸
九
淵
評
価

を
示
す
資
料
を
、『
朱
子
語
類
』
の
中
か
ら
引
用
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
。
言
う
ま
で
も
な
く
『
朱
子
語
類
』
は
、
朱
熹
の
こ
と
ば
を
そ
の

門
弟
た
ち
が
記
録
し
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
朱
熹
自
身

の
著
述
を
ま
と
め
た
『
朱
文
公
文
集
』
や
、（
最
終
的
に
は
弟
子
の

蔡
沈
が
完
成
さ
せ
た
も
の
で
は
あ
る
が
）『
書
集
伝
』
な
ど
か
ら

も
、
資
料
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
は
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ

れ
ら
の
書
は
、
い
わ
ば
推
敲
を
重
ね
た
文
章
で
あ
り
、
仮
に
朱
熹
が

陸
九
淵
に
好
意
的
な
態
度
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
明
言

す
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
は
か
え
っ
て
、『
朱
子
語
類
』
に
こ
そ

現
れ
る
、
朱
熹
の
“
本
音
”
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

7　

た
だ
し
陸
九
淵
は
、
朱
熹
の
よ
う
に
「
飢
う
れ
ば
食
は
ん
と
欲

し
、
渇
す
れ
ば
飲
ま
ん
と
欲
す
」
と
い
っ
た
生
理
的
欲
の
例
を
挙

げ
、「
人
欲
」
の
必
然
性
を
認
め
る
（『
朱
子
語
類
』
巻
七
八
、
一
九

四
～
二
〇
一
条
な
ど
）
こ
と
は
な
か
っ
た
。
陸
九
淵
に
と
っ
て
「
人

心
」
は
再
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
の
、「
人
欲
」
は
あ
く
ま
で

心
を
害
す
る
も
の
、
去
る
べ
き
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（『
陸
九
淵
集
』
巻
三
二
、「
養
心
莫
善
於
寡
欲
」
な
ど
）。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
馬
淵
氏
注
3
所
引
論
文
に
詳
し
い
。

8　

な
お
筆
者
は
す
で
に
「
陸
九
淵
哲
学
新
考　

陸
九
淵
是
否
為
“
心

学
”
思
想
家
？
」（『
江
南
大
学
学
報
』
一
四
・
三
、
二
〇
一
五
年
五

月
、
所
収
）
に
お
い
て
、
陸
九
淵
の
学
が
必
ず
し
も
「
心
学
」
と
は

言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
問
題
提
議
を
し
た
。

9　

例
え
ば
時
代
は
下
る
が
、
明
末
清
初
の
王
夫
之
（
船
山
、
一
六
一

九
～
一
六
九
二
）
が
そ
の
代
表
と
い
え
る
。
王
夫
之
が
「
作
聖
（
聖

人
に
な
る
こ
と
）
を
目
指
し
て
修
養
（
功
夫
・
工
夫
）
に
努
め
る
こ

と
」（
＝
作
聖
之
功
）
を
主
た
る
問
題
意
識
の
上
に
置
い
て
い
た
こ

と
は
、
松
野
敏
之
氏
『
王
夫
之
思
想
研
究　
『
読
四
書
大
全
説
』
に

お
け
る
「
作
聖
之
功
」
議
論
を
中
心
と
し
て
』（
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）
を
参
照
。

10　

陸
九
淵
が
読
書
や
講
学
と
い
っ
た
学
問
修
養
の
価
値
を
認
め
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
陸
九
淵
と
陳
亮　

朱
熹
論
敵
の
思
想

研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）
の
第
一
部

「
陸
九
淵
」
を
参
照
。

11　

山
下
龍
二
氏
は
、「
陸
象
山
の
「
心
即
理
」
説
に
つ
い
て　

朱
子

学
・
陽
明
学
と
の
比
較
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
十
周
年
記
念
論
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集
』、
一
九
五
九
年
三
月
／
の
ち
『
陽
明
学
の
研
究　

上
・
成
立

編
』、
現
代
情
報
社
、
一
九
七
一
年
七
月
、
一
四
四
頁
）
に
お
い

て
、「
現
実
の
人
間
の
心
は
そ
の
ま
ま
に
性
で
あ
り
、
理
で
あ
る
の

で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
の
夾
雑
物
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
そ
う
い
っ

た
性
情
を
含
む
心
と
区
別
す
る
必
要
が
で
て
く
る
と
、
彼
は
「
本

心
」
の
語
を
用
い
る
」
と
、
陸
九
淵
が
人
間
の
心
そ
の
も
の
と
、
孟

子
の
い
わ
ゆ
る
「
本
心
」
と
を
使
い
分
け
て
用
い
て
い
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。

12　

牛
尾
弘
孝
氏
は
、「
楊
慈
湖
の
思
想　

そ
の
心
学
の
性
格
に
つ
い

て
」（『
中
国
哲
学
論
集
』
一
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
、

楊
簡
が
「
習
」
を
「
不
習
」
と
解
釈
す
る
こ
と
に
な
ど
に
着
目
し
、

そ
の
工
夫
（
学
習
）
は
必
ず
し
も
漸
進
主
義
的
で
は
な
く
、
工
夫

（
学
習
）
と
証
悟
（
本
覚
）
が
一
枚
で
あ
る
と
い
う
楊
簡
の
思
想
に

お
け
る
心
一
元
的
な
特
徴
を
指
摘
す
る
。

13　

そ
の
代
表
と
し
て
「
絶
四
記
」（『
慈
湖
遺
書
』
巻
二
、
所
収
）
が

あ
る
。
こ
れ
は
『
論
語
』
子
罕
の
「
子
、
四
を
絶
つ
。
意0

毋
く
、
必

毋
く
、
固
毋
く
、
我
毋
し
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、「
意
」（
意
念
）

を
止
絶
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
牛
尾
弘
孝
氏
に
よ
る
「『
絶

四
記
』
訳
注
」（『
国
語
の
研
究
』
一
一
、
一
九
八
〇
年
五
月
）
が
参

考
に
な
る
。

14　

た
だ
し
陸
九
淵
も
ま
た
、「
習
」（
重
積
し
た
悪
弊
）
へ
の
警
戒
を

い
う
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
人
之
所
以
病
道
者
、
一
資
稟
、
二

漸
習

0

0

」（『
陸
九
淵
集
』
巻
三
五
、「
語
録
」
下
・
九
七
条
）
や
、「
稟

受
之
偏
、
循
習

0

0

之
久
、
豈
能
終
廓
然
乎
」（
同
巻
四
、「
与
周
廉
夫
」）

な
ど
。

15　

市
来
津
由
彦
氏
「
南
宋
朱
陸
論
再
考　

浙
東
陸
門
袁
燮
を
中
心
と

し
て
」（『
宋
代
の
知
識
人　

思
想
・
制
度
・
地
域
社
会
』
宋
代
史
研

究
会
研
究
報
告
第
四
集
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
一
月
／
の
ち

『
朱
熹
門
人
集
団
形
成
の
研
究
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
二
月
、
三

四
四
頁
）。

16　

本
稿
の
論
旨
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、『
象
山
先
生
文
集
』

の
編
纂
、
刊
行
に
つ
い
て
は
、
注
10
所
引
の
拙
著
、
第
二
部
「『
象

山
先
生
文
集
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

17　

従
来
、
銭
時
の
著
作
は
『
融
堂
四
書
管
見
』、『
融
堂
書
解
』、『
両

漢
筆
記
』
の
三
書
が
あ
る
の
み
で
、
い
わ
ゆ
る
文
集
は
現
存
し
な
い

と
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
近
年
、
中
国
大
陸
で
銭
時
の
文
集
『
蜀
阜

存
稿
』
三
巻
が
発
見
さ
れ
、
い
ま
『
宋
集
珍
本
叢
刊
』（
綫
装
書

局
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）
に
そ
の
影
印
が
収
め
ら
れ
る
。
ま
た
『
全

宋
文
』（
上
海
辞
書
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
八

月
）
に
も
活
字
化
の
う
え
、
採
録
さ
れ
た
。

18　

石
田
氏
、
注
2
所
引
論
文
（
六
一
頁
）
に
お
い
て
、
楊
簡
が

「「
意
」
を
契
機
と
し
て
「
人
心
」「
道
心
」
を
分
裂
さ
せ
る
傾
向
を

示
し
な
が
ら
も
、「
意
」
は
全
く
虚
な
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
徹
」
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
前
引
し
た
『
融
堂
書
解
』
の
一
節

に
基
づ
き
、
銭
時
が
「
人
間
が
悪
を
為
し
て
止
ま
な
い
現
実
に
着
眼

す
る
こ
と
に
よ
り
、
た
だ
単
に
「
意
」
を
虚
妄
で
あ
る
と
し
て
顧
み

な
い
の
で
は
な
く
、
人
間
を
あ
く
ま
で
も
「
意
」
に
蔽
わ
れ
や
す
い

現
実
的
存
在
で
あ
る
と
し
、
人
間
の
心
を
、
そ
の
本
来
の
姿
と
し
て

の
「
道
心
」
と
現
実
的
存
在
と
し
て
の
「
人
心
」
と
の
二
方
面
に
分

け
て
捉
え
」
て
い
る
と
す
る
。
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陸学の「人心」「道心」論

19　

石
田
氏
、
注
2
所
引
論
文
、
六
八
～
六
九
頁
。

20　

王
学
の
後
継
者
た
ち
に
よ
る
楊
簡
評
価
に
つ
い
て
は
、
呉
震
氏

「
楊
慈
湖
を
め
ぐ
る
陽
明
学
の
諸
相
」（『
東
方
学
』
九
七
、
一
九
九

九
年
一
月
）
を
参
照
。
た
だ
し
呉
氏
は
、
王
畿
（
龍
溪
）
の
よ
う
な

王
学
左
派
（
現
成
派
）
と
言
わ
れ
た
人
物
も
、
手
放
し
に
楊
簡
を
称

揚
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
論
じ
、
陽
明
学
の
展
開
に
お
け
る
思

想
的
対
立
葛
藤
の
複
雑
さ
を
指
摘
す
る
。

21　

な
お
い
ま
ひ
と
つ
附
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
先
行
研
究
が
、
な

ぜ
筆
者
の
よ
う
な
見
方
を
取
ら
な
か
っ
た
か
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の

一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
陸
九
淵
や
陸
学
を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
き
た

研
究
が
、
し
ば
し
ば
明
代
思
想
を
主
た
る
専
門
領
域
と
す
る
研
究
者

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
乱
暴
な

議
論
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
明
代
的
、
あ
る
い
は
陽
明
学

的
な
視
座
か
ら
陸
学
を
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
（
そ
れ
ゆ
え
陽
明

後
学
に
称
揚
さ
れ
た
楊
簡
の
思
想
、
あ
る
い
は
楊
簡
的
な
陸
九
淵
理

解
こ
そ
を
陸
学
の
中
心
に
据
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
）。
今
後

の
陸
学
研
究
は
、
ま
ず
は
陸
学
と
陽
明
学
（
陸
王
学
）
と
の
距
離
を

自
覚
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
距
離
が

生
じ
た
過
程
や
原
因
を
、
思
想
史
的
に
究
明
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
よ
う
。

＊
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
度
の
学
習
院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
国
近
世
思
想
に
お
け
る
こ
と
ば
と
思
惟

初
探
」
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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On the Theory of Renxin 人心 and Daoxin  
道心 in Lu’s School 陸學 : Origin of  
Zhu-Lu 朱陸 Eclectic Philosophy

NAKAJIMA Ryo

　　It has generally been said that Lu Jiuyuan’s school, despite its name, in 
fact gained proximity to Zhu Xi 朱熹 ‘s philosophy during the latter part of 
the Nan-Song Dynasty 南宋 . However, Zhu Xi himself approved of the Lu 
Jiuyuan 陸 九 淵 ‘s theory of Renxin and Daoxin. Therefore, Zhu and Lu were 
not necessarily in opposition at the time.
　　This paper focuses on the philosophies of Lu Jiuyuan, focusing on Yang 
Jian 楊簡 and Yuan Xie 袁燮 , who were Lu’s immediate pupils, in addition to 
the thoughts of Qian Shi 錢時 , who was Yang Jian’s disciple. Lu Jiuyuan, 
Yuan Xie, and Qian Shi did not overestimate the goodness of human minds, 
and recognized that these minds include vice and may tend towards 
wickedness. In other words, the beginnings of Zhu-Lu eclectic philosophy 
were present from the beginning in Lu Jiuyuan’s thought. Incidentally, Yang 
Jian was convinced that vice does not initially exist in human minds, and 
therefore, it is not necessary to improve these minds.
　　For these reasons, Lu’s school was not directly opposed to Zhu Xi’s 
philosophy, however, Yang Jian may have been responsible for the 
radicalized opposition of Zhu and Lu’s school.




